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志し

経
き
ょ
う 

ご
参
苑
の
折
、
納
骨
壇
に

て
、
お
墓
参
り
勤
行
を
お
勤
め

し
ま
す
。
志
経
御
志
は
三
千
円

か
ら
申
し
受
け
ま
す
。 

 年
中
行
事

ね
ん
じ
ゅ
う
ぎ
ょ
う
じ

志し

経
き
ょ
う 

ご
参
苑
の
折
、
納
骨
壇
に

て
、
初
盆
や
お
盆
、
彼
岸
会
と

い
っ
た
年
中
行
事
の
法
要
を

お
勤
め
し
ま
す
。
年
中
行
事
志

経
御
志
は
二
万
円
（
初
盆
の
み

三
万
円
）
か
ら
申
し
受
け
ま

す
。 

 特
別

と
く
べ
つ

墓
前

ぼ

ぜ

ん

・
墓
前

ぼ

ぜ

ん

永
代

え
い
だ
い

経
き
ょ
う 

 

ご
参
苑
が
無
く
て
も
、
毎
月

命
日
に
納
骨
壇
に
て
、
お
墓
参

り
勤
行
を
永
代
（
十
年
～
百

年
）
に
亘
っ
て
お
勤
め
し
ま

す
。 特

別
墓
前
永
代
経
を
お
納

め
の
方
に
は
毎
月
命
日
の
お

墓
参
り
勤
行
に
加
え
、
祥
月
命

日
や
年
忌
の
法
要
を
お
勤
め

し
ま
す
。 

 

申
も
う
し

経
ぎ
ょ
う 

 

各
本
堂
に
て
、
年
忌
、
祥
月
、

初
盆
、
納
骨
等
の
法
要
を
お
勤

め
し
ま
す
。 

申
経
御
志
三
万
円
（
合
同
読

経
）
か
ら
申
し
受
け
ま
す
。
五

万
円
よ
り
別
座
読
経
（
個
別
で

の
読
経
）
と
な
り
ま
す
。 

 

永
代

え
い
だ
い

経
き
ょ
う 

各
本
堂
に
て
永
代
に
亘
っ

て
読
経
す
る
御
経
の
紐
を
解

く
永
代
経
お
紐
解
法
要
を
お

勤
め
し
ま
す
。
そ
の
後
毎
年
の

祥
月
命
日
に
は
毎
朝
本
堂
で

勤
ま
る
晨
朝
後
、
永
代
経
総
経

と
し
て
永
代
（
年
数
に
限
り
な

く
）
に
亘
り
勤
ま
り
ま
す
。 

特
別
永
代
経
を
お
納
め
の

方
に
は
、
毎
年
の
祥
月
命
日
に

勤
ま
る
永
代
経
総
経
と
は
別

に
春
季
彼
岸
会
期
間
中
に
、
特

別
永
代
経
法
名
軸
を
荘
厳
し

て
『
特
別
永
代
経
総
経
』
を
お

勤
め
し
ま
す
。
永
代
経
御
志
十

万
円
以
上
か
ら
申
し
受
け
ま

す
。
百
万
円
以
上
よ
り
特
別
永

代
経
と
な
り
ま
す
。 

                
       

葬そ
う

骨こ
つ

経
き
ょ
う 

分
骨
等
の
余
骨
の
引
き
取

り
時
に
、
常
楽
堂
本
堂
に
て
葬

骨
経
を
お
勤
め
し
ま
す
。
葬
骨

経
御
志
は
五
万
円
か
ら
申
し

受
け
ま
す
。
手
続
き
は
原
則
と

し
て
名
義
人
か
ら
の
申
請
に

限
り
ま
す
。
引
き
取
り
ま
し
た

お
骨
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

御
移
徙

お

わ

た

ま

し

法
要 

初
め
て
の
ご
参
苑
、
初
め
て

の
ご
納
骨
の
際
に
、
納
骨
壇
を

新
た
に
開
か
れ
た
こ
と
を
御

本
尊
に
ご
報
告
申
し
上
げ
る

御
移
徙
法
要
を
お
勤
め
し
ま

す
。
法
要
御
志
は
三
万
円
か
ら

申
し
受
け
ま
す
。 

 ＊
各
予
約
不
要
の
読
経
は
、
午
前

九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。
行
事
期

間
は
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

 

苑
内
各
法
要
の 

ご
予
約
・
お
申
し
込
み
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

尚
書
（
総
合
受
付
）
ま
で 

☏
０
７
５―

５
４
１―

８
３
９
１ 

  

  

会
館
等
で
の
葬
儀
式 

（
予
約
不
要
） 

全
国
ど
こ
で
も
お
伺
い
し

葬
儀
式
一
式
（
枕
経
・
通
夜
・

葬
儀
・
還
骨
勤
行
・
繰
上
初
七

日
）
を
厳
粛
に
執
り
行
い
ま

す
。
葬
儀
式
一
式
お
布
施
は
三

十
万
円
か
ら
申
し
受
け
ま
す
。 

 

ご
自
宅
で
の
年
忌

ね

ん

き

法
要 

 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
年
忌
法

要
を
お
勤
め
し
ま
す
。
年
忌
法

要
お
布
施
は
三
万
円
か
ら
申

し
受
け
ま
す
。 

 

ご
自
宅
で
の
御
移
徙

お
わ
た
ま
し

法
要 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
ご
自
宅

に
御
仏
壇
を
お
迎
え
す
る
際
、

片
付
け
る
（
処
分
）
際
の
法
要

を
お
勤
め
し
ま
す
。
御
仏
壇
や

遺
品
の
引
き
取
り
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
引
き
取
っ
た
御
仏

壇
や
遺
品
は
盂
蘭
盆
会
期
間

中
に
法
要
・
焚
浄
し
ま
す
。
御

移
徙
法
要
の
お
布
施
は
三
万

円
か
ら
、
焚
浄
の
お
布
施
は
三

万
円
か
ら
申
し
受
け
ま
す
。 

 

ご
自
宅
で
の
月
忌

が
っ
き

参
り 

ご
自
宅
に
出
向
き
、
毎
月
の

御
命
日
に
お
勤
め
し
ま
す
。
月

忌
参
り
の
お
布
施
は
一
万
円

か
ら
申
し
受
け
ま
す
。 

 

他
霊
園
で
の
納
骨
・
改
葬
法
要 

 

（
要
予
約
） 

他
霊
園
・
墓
所
に
出
向
き
、

納
骨
・
改
葬
の
際
の
法
要
を
お

勤
め
し
ま
す
。
納
骨
・
改
葬
法

要
の
お
布
施
は
三
万
円
か
ら

申
し
受
け
ま
す
。 

 浄
苑
以
外
で
の
各
種
法
要 

  

（
要
予
約
） 

 

ご
自
宅
や
会
館
、
霊
園
等
に

出
向
き
、
各
種
法
要
を
お
勤
め

致
し
ま
す
。 

 ＊
ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の
法
要

の
際
に
は
、
上
記
お
布
施
の
他
に

お
車
代
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

＊
各
種
法
要
は
、
東
本
願
寺
別
院  

 

本
願
寺
眞
無
量
院
が
浄
土
真
宗
の

儀
式
作
法
に
則
り
厳
粛
に
執
り
行

い
ま
す
。 

 ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の 

法
要
予
約
・
お
申
し
込
み
は 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺 

教
化
部
ま
で 

☏
０
７
５―

３
７
１―

１
７
１
７ 

         

御
講
果

お

こ

う

は

て

非
時

ひ

じ 

  

 

 

年
の
締
め
く
く
り
、
新
た
な

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
常
日

頃
お
見
守
り
下
さ
る
御
本
尊

（
阿
弥
陀
如
来
）
と
ご
先
祖
に

灯
火
を
お
供
え
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
： 

令
和
６
年

12

月

31

日(

火) 

～
令
和
７
年
１
月
３
日(

金) 

・
午
前

11

時
～
午
後
２
時 

場
所
：
六
角
堂 

初
灯
明
一
灯
：
金
３
０
０
０
円 

（
４
日
間
献
灯
） 

  

灯

セ

ッ

ト
：
金
５
０
０
０
円 

    

 

初
灯
明

は
つ
と
う
み
ょ
う

の
ご
案
内 

 

   

1 月 12 月 月 
3 日 2 日 1 日 ３１日 ２9 日 日 
金 木 水・祝 火 日 曜日 

９：００ 開門 

9

時

30

分  

修
正
会
法
要
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

11

時   
 

賀
正
の
鐘
（
鐘
楼
堂
）  

11

時 
 

 

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
） 

9

時

30

分  

修
正
会
法
要
（
常
楽
堂
） 

10

時

10

分  

献
酒
の
儀
（
嘉
枝
堂
） 

10

時

30

分  

修
正
会
法
要
（
嘉
枝
堂
） 

11

時   
 

 

賀
正
の
鐘
（
鐘
楼
堂
）  

11

時 
 

 
 

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
） 

11

時

10

分  

徹
酒
の
儀
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

9

時

30

分  

晨
朝
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

11

時 
 

 

除
夜
の
鐘
（
鐘
楼
堂
） 

11

時 
 

 

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
） 

9

時

30

分  

晨
朝
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

11

時 
 

 

御
煤
払
い 

（
嘉
枝
堂→

常
楽
堂→

六
角
堂
） 

11

時 
 

 

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
） 

午
前 

法
要
・
行
事 

 16

時

30

分 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

14

時 

伝
統
文
化
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
会 

あ
新
年
子
ど
も
箏 

お
弾
き
初
め 

 

16

時

30

分 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

 

16

時

30

分 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

 

16

時

30

分 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

16

時

30

分 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

午
後 

無料送迎バス（＊6 ページ参照） バス 
１７：００ 閉門 

１１月 月 

２８日 ２７日 日 

木 水 曜日 

８：００ ９：００ 開門 

８
時 

 
 

報
恩
講
結
願
晨
朝
（
嘉
枝
堂
） 

＊
実
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
晨
朝
を
併
修 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

 あ

10

時 
 

 

報
恩
講
結
願
日
中
法
要
（
嘉
枝
堂
） 

＊
実
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
日
中
法
要
併
修 

引
続
き 

 

御
法
主
台
下
御
親
教 

引
続
き 

 

復
演
法
話 

9

時

30

分  

晨
朝
（
嘉
枝
堂
） 

引
続
き 

 

永
代
経
総
経 

引
続
き 

 

法
話 

午
前 

法
要
・
行
事 

12

時

30

分 

宗
派
授
与
式
（
嘉
枝
堂
） 

13

時 
 

御
講
果
非
時
（
特
別
会
場
） 

【
左
記
参
照
】 

   

16

時

30

分 

昏
時
（
嘉
枝
堂
） 

 

13

時 
 

報
恩
講
結
願
逮
夜
法
要 

（
嘉
枝
堂
） 

＊
実
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌
逮
夜
法
要
併
修 

引
続
き
「
御
俗
姓
御
文
」
拝
読 

引
続
き 

改
悔
批
判 

引
続
き 

初
夜
勤
行 

引
続
き
「
御
伝
鈔
」
拝
読 

引
続
き 

後
夜
勤
行 

 

午
後 

無料送迎バス（＊6 ページ参照） バス 
１７：００ １9：００ 閉門 

午後 午前 

3：00 2：00 1：00 11：00 10：00 

3：30 2：30 1：30 11：30 10：30 

 

申
経
・
永
代
経
読
経
お
扱
い
時
間 

（
妙
寶
院
又
は
嘉
枝
堂
本
堂
に
て
） 

ご
葬
儀
、
ご
自
宅
等
で
の 

法
要
の
ご
案
内 

東
山
浄
苑
で
の 

法
要
の
ご
案
内 

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

（
予
約
不
要
） 

 
 
 
 
 

 

（
予
約
不
要
） 

 
 
 
 
 

 

（
予
約
不
要
） 

 
 
 
 
 

 

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

本
年
は
東
本
願
寺
第
九
世

法
主 

実
如
上
人
五
百
回
御

遠
忌
を
併
修
に
て
厳
修
致
し

ま
す
。 

半
世
紀
に
一
度
し
か
出
遇

え
な
い
ご
仏
縁
に
、
是
非
皆
さ

ま
お
参
り
下
さ
い
。 

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
の
浄
土
真
宗
の
僧
で
東

本
願
寺
第
二
十
二
世
法
主
を

勤
め
ら
れ
た
方
で
す
。 

大
谷
光
瑩

お
お
た
に
こ
う
え
い 

法
名
は
現
如

げ
ん
に
ょ 

新
道
切
開
・
農
民
移
植
（
移
民

奨
励
）
・
教
化
普
及
の
三
要
項

を
柱
と
し
て
北
海
道
開
発
事

業
の
命
を
受
け
、
若
干
十
八
歳

の
現
如
上
人
を
団
長
に
総
勢

百
人
余
の
一
行
は
明
治
三
年

二
月
京
都
を
出
発
し
北
海
道

に
渡
り
開
拓
を
推
進
、
そ
の

後
、
北
海
道
に
て
東
本
願
寺
の

主
要
寺
院
で
あ
る
札
幌
別
院

を
創
設
し
、
北
の
地
に
て
浄
土

真
宗
の
み
教
え
を
宣
布
さ
れ
、

心
の
安
心
を
説
か
れ
た
上
人

様
で
す
。 

 
 

11

月

28

日
（
木
）
の
報
恩

講
、
実
如
上
人
五
百
回
御
遠
忌 

結
願
日
中
法
要
の
後
、
本
願
寺

御
法
主
台
下
を
始
め
、
御
一
門

様
お
出
ま
し
の
も
と
参
詣
の
皆

さ
ま
と
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

蓮
如
上
人
の
時
代
か
ら
親
し

ま
れ
、
平
座
で
僧
俗
共
に
行
わ

れ
て
き
た
御
講
果
非
時
。
報
恩

講
参
詣
と
共
に
、
食
を
通
し
て

感
恩
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

機
縁
と
し
て
、
是
非
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

 

冥
加
金:

３
０
０
０
円 

【
事
前
申
し
込
み
制
】 

お
申
し
込
み
は
、
東
山
浄
苑

尚
書
（
総
合
受
付
）
に
て
事
前

に
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。 

実
如
上
人 

室
町
時
代
中
期
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
の
浄
土
真
宗

の
僧
で
、
本
願
寺
第
九
世
法

主
を
勤
め
ら
れ
た
方
で
す
。 

院
号
は
「
教
恩
院
」 

 

法
名
は
「
実
如
」 

本
願
寺
の
中
興
の
祖
で
あ

る
蓮
如
上
人
の
第
八
子
の
五

男
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な

り
、
三
十
三
歳
の
と
き
、
父
の

隠
居
に
と
も
な
い
本
願
寺
第

九
世
を
継
承
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
当
時
、
本
願
寺
は
京

都
の
山
科
に
あ
り
、
実
如
上

人
は
こ
の
山
科
本
願
寺
住
職

と
し
て
、
三
十
六
年
間
の
長

き
に
わ
た
っ
て
支
え
る
と
と

も
に
、
真
宗
の
み
教
え
を
護

持
さ
れ
た
上
人
様
で
す
。 

 

初灯明 

（4 日間） 

献灯提灯 

（４日間） 

 

年
末
年
始
、
日
ご
ろ
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
ご
先
祖
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。 

【
除
夜
の
鐘
】・【
賀
正
の
鐘
】
で

は
、
ふ
だ
ん
僧
侶
し
か
撞
く
こ

と
が
で
き
な
い
鐘
楼
堂
の
梵
鐘

が
特
別
に
開
放
さ
れ
ま
す
。
家

族
連
れ
で
参
詣
し
や
す
い
昼
間

の
開
催
で
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
全
員

で
感
謝
の
響
き
を
味
わ
い
、
心

新
た
に
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。 

【
除
夜
の
鐘
】 

令
和
６
年

12

月

31

日(

火) 
 

・
午
前

11

時
～
午
後
２
時 

【
賀
正
の
鐘
】 

令
和
７
年 

１
月
１
日(

水
・
祝)

～
３
日(

金) 
 

・
午
前

11

時
～
午
後
２
時 

場 

所
：
鐘
楼
堂 

冥
加
金
： 

一
人
撞
き(

一
撞
き)

５
０
０
円 

二
人
撞
き(

一
撞
き)

８
０
０
円 

申
込
み
：
当
日
申
込 

常
楽
堂
中
庭
玄
関
付
近
に
て 

特 
典
：
各
日
、
先
着

108

名
に

限
定
記
念
品
［
無
量
香
］
を
進

呈
♪ 

 

お
問
い
合
せ
は
教
化
部
ま
で
。 

☏
０
７
５-

３
７
１-
１
７
１
７ 

       

御
正
忌
報
恩
講

（
要
予
約
） 

 
 
 
 
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%A4%E7%94%BA%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E5%9B%BD%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E5%9B%BD%E6%99%82%E4%BB%A3_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%84%E5%9C%9F%E7%9C%9F%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%84%E5%9C%9F%E7%9C%9F%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%83%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%84%E5%9C%9F%E7%9C%9F%E5%AE%97%E6%9C%AC%E9%A1%98%E5%AF%BA%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%84%E5%9C%9F%E7%9C%9F%E5%AE%97%E6%9C%AC%E9%A1%98%E5%AF%BA%E6%B4%BE

